
第２回　「多文化ゼミナール」
特定非営利活動法人（NPO）多文化共生支援センターでは、これまで多くの国の留学生を　

はじめ、日本の若者達のグローバルな交流活動へ支援を行っております。
第2回目の講師は35年間日本の国際文化交流政策の担い手である「国際交流基金」に勤務され

た小川忠先生にお願いいたします。

“みなさんは、「パブリック・ディプロマシー」という言葉を聞いたことがありますか。
メディアや文化交流を通じて、海外の市民との関係を作り、世論に働きかけて 

いく新しい外交です。
私は35年間、日本の国際文化交流政策の担い手である「国際交流基金」で　　

働いてきました。
この経験をもとに、「文化」とは何か、「日本」とは何か、「日本を紹介する」とは、

どういうことか、留学生のみなさんと一緒に考えてみたいのです。
ディスカッションは英語でも可です。”

※第2回目は「外交」をキーワードとして、参加者のみなさんと話し合い、
今後このゼミナールで取り上げたいテーマについてもディスカッションしましょう。是非アイデアを持ち寄ってください。
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著作:
     『インドネシア　イスラーム大国の変貌』（新潮選書）
     『戦後米国の沖縄文化戦略』（岩波書店）
     『パブリック・ディプロマシー戦略』（ＰＨＰ研究所）
　　他

元国際交流基金　 
　　日本研究・知的交流部長
　　企画部長
　　ニューデリー事務所長
      東南アジア総局長
      ジャカルタ日本文化センター所長
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